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原子の結合（化学結合）イオン結合、共有結合、金属結合、配位結合

希ガスは原子単独で安定に存在できる。

電子配置は (ns)2(np)6

１：イオン結合（ionic bond）

原子の中には容易にイオン化する傾向をもち、

電子を１つ放出して（＿＿＿＿＿＿＿＿が小さい）
正に帯電するものと電子を１つ受け取って（＿＿＿
＿＿が大きい）負に帯電するものがある。これら帯
電したイオンの電子配置は、＿＿＿と同じ。
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イオン結合の例： NaCl（食塩）

陽イオン

陰イオン
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イオン結合の例： NaCl

Å Clの電子親和力は348kJ/molと大きい。
Clのイオン化エネルギーは1250kJ/mol。

Cl Cl-

Å Naのイオン化エネルギーは496kJ/molと小さい。
Naの電子親和力は53kJ/mol。

Na Na+

[Ne]3s1 [Ne]=1s22s22p6

[Ne]3s23p5 [Ne]3s23p6=[Ar]
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Na+ + Cl- NaCl

イオン結合は、上記例のように、Naが電子を１つClに提
供して両者がイオンとなり（その結果、希ガスの電子配置をとり）、
＋－の＿＿＿＿＿力により結合したものを言う。

定義：電子が移動した理想的な結合

＿＿＿＿力には配向が無いので、３次元のどの
方向でもNa+とCl-は多く寄り集まって集合状態を
形成し、物質となっている。＝＞イオン結晶

例： NaH, CsCl, LiF, CaO, 
KI, AgCl  

金属と非金属との結合
はイオン結合が多い。
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イオン結晶： イオン結合を形成している

陽イオンと陰イオンからなる結晶。

Na+とCl-はそれぞれ面心立方格子で存在する（６配位）。

＝＞ NaClという＿＿＿＿は存在しない。
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イオン結晶の組成式について

イオン結合した分子は電気的に中性になる。

＋の電荷量＝－の電荷量

陽イオンの価数×陽イオンの数 ＝ 陰イオンの価数×陰イオンの数

Al2O3の場合

NaClの場合
Na+ Cl-+ - Na1Cl1 NaCl

1 は省略する
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２：共有結合 （covalent bond）

イオン結合では、陽イオンになる原子が電子を相手
に渡すことで互いに希ガスの電子配置になり安定化

電子を融通（共有）しあい、希ガスの電子配置を形成。
つまり電子が分子中で均等に分配された結合。

例： 水素分子 H2

共有電子を含めるとヘリウムと同じ電子配置

例： フッ素分子 F2
ネオンと同じ電子配置
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共有結合：非金属どうしの結合に見られる。

例： H2O, O2, CO2, CH4, HCl, NH3, CCl4, タンパク質、
アミノ酸、合成高分子、糖、などなど

Lewis (1916) の電子式

Ｈ２Ｏの場合 ・Ｈ

Ｈ
・

・・

Ｏ・・・
・

２ ＋

・・

Ｏ・・・
・
・Ｈ

Ｏは８個でネオン型

Ｈは２個でヘリウム型
の電子配置

電子対１つで単結合、２つで
２重結合、３つで３重結合

分子式

Ｈ－Ｏ－Ｈ：構造式
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Ｎａ＋

電子対からみた共有結合とイオン結合

イオン結合のNaClを
ルイスの電子式で
無理やり書くと、

・・
・
・

・・
・
・ Ｃｌー

・・
・
・

・・
・
・

・：２ｓ２２ｐ６ ・：３ｓ２３ｐ５＋１

共有結合のHClを
ルイスの電子式で
書くと、 Ｃｌ

・・
・
・

・・
・
・Ｈ

[Ne] 閉殻 [Ar] 閉殻
クーロン相互作用

（ ）

イオン結合：

共有結合：
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ＨＣｌ（塩化水素）はＨ＋ と Ｃｌ－ のイオン結合
と考えると間違い？

実際の結合：ほとんどの場合、イオン結合
と共有結合の中間

結合がイオン結合に近いか、共有結合に近いかの
目安として、電気陰性度の差を用いることが可能。

イオン結合性の強い共有結合や、共有結合性
を持つイオン結合が存在する。

通常、２原子の間の電気陰性度の差が
２以上のとき、イオン結合と言える。

Ｈ＋は核がむき出しで電子が存在しない。
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マリケン

Åマリケンの値Ｍとポーリングの値Ｐに
は、Ｍ～3.15Ｐという関係が成り立つ。

Å IEはほぼ全原子で知られているがEA
の値が知られている原子が限られる。

ポーリング 化合物ＡＢの結合の
安定化エネルギーを
DABとしたとき、

ABBA ɢɢ D=-

実測の右辺に合うように各原子
の電気陰性度を決定した。

マリケン IEとEAの値の
相加平均値

2
EAIEɢ AA

A
+

=

と定義した。

電気陰性度：分子中で原子が電子を引寄せる能力を

測る尺度を相対的に表した数値。
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電気陰性度と化学結合

ＨＣｌの場合

Ｈ： ２．２

Ｃｌ： ３．１６

電気陰性度 c の差Dc は

Dc = ０．９４

A.L. Allred, J. Inorg. Nucl. Chem., 1961, 17, 215.

ポーリング
ポーリングの求めた値

Copyright: A.Asano 12




